
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

「優しさと夢を育む新和小 ～楽しい学校、温かい学校、元気な学校、美しい学校～」

学校教育目標 
新しい考えいっぱいの子 

和やかな心いっぱいの子 

小さな汗をいっぱいかく子 

令和５年６月３０日 ＮＯ．４  ７月号 

児童数１，３０２名（６月３０日現在） 

１年生２１２名  ２年生２２４名 

３年生２１７名  ４年生２２２名 

５年生２２３名   ６年生１８７名 

たんぽぽ・ひまわり １７名 

学校は子供たちの夢や希望を育む場 

                                校長 髙橋 英樹 

梅雨明けを思わせる太陽の日差しが戻ってきました。早いもので新年度を迎えて３か月が過

ぎ、いよいよ１学期のまとめの時期を迎えました。遠足、音楽朝会、体力テスト、交通安全教

室、避難訓練等、１,３０２名の子供たち一人一人が様々な教育活動を経るごとに成長してい

く様子を頼もしく感じています。 

さて、今年度の目指す学校像「優しさと夢を育む新和小」を掲げスタートを切ったわけです

が、昨年度に引き続き、児童との面談の中の一つの質問で、将来の夢について聞いています。

現在、４年生、たんぽぽ学級、ひまわり学級が終了し、１年生に入ったところです。その中で

印象的だったのは、子供たち一人一人が素直な気持ちで、夢や希望をもっているということで

す。将来は「プロ野球選手」「サッカー選手」「宇宙飛行士」「パティシエ」「警察官」「医者」

「弁護士」「学校の先生」「動物と関わる仕事に就きたい」等、具体的な職業名から、どういっ

た仕事に就きたいということまで、きちんとお話してくれました。中には、「親の仕事を継い

であげたい」や「人を助ける仕事に就きたい」等、胸が熱くなるようなことを語る子もいまし

た。子供たちが「将来の夢」を話す際の澄んだ瞳からは、生き生きとしていて頼もしさを感じ

るものです。改めて「学校」は、子供たちの夢や希望を育む場であり、未来を創る大切な場で

あることを実感しました。「夢」と言えば、来年から発行される新１万円札の肖像画で使われ

る埼玉県の３大偉人の一人、渋沢栄一氏が「夢七訓（ゆめしちくん）」で、次のような言葉を

残しています。「夢なき者は理想なし 理想なき者は信念なし 信念なき者は計画なし 計画

なき者は実行なし 実行なき者は成果なし 成果なき者は幸福なし 故に幸福を求むる者は夢

なかるべからず」つまり、幸福になりたいのであれば、夢をもちなさいと渋沢栄一氏は説いて

います。どんな夢であれ夢を持つことは子供たちにとって大切なことだと思います。それは目

標を定めることに他ならないからです。少し先の長い目標ではありますが、それを実現するた

めに努力しなくてはならないことが見えてくるはずです。夢の実現に向かって、どんな困難な

壁があっても諦めない強い意志を育てたいと思っています。必ずしも夢は叶うとは限りませ

ん。また、途中で夢が変わってしまうこともあるかもしれません。しかし、その時々で夢に向

かって必死に頑張ることが大切だと思っています。子供たちの夢の実現に向けて、どうぞご家

庭でも応援してあげてください。ちなみに私の夢は、小学３年生の時から「学校の先生にな

る」ことを目指して頑張ってきて、実現することができました。とても素晴らしい職業だと思

っています。そして、生まれ変わったとしても、また「学校の先生になりたい」と思います。

子供たちに、世のため人のために頑張る将来の夢を育んでいきたいと思います。 


